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第 1章 序論 

































本論文は、5 章構成となっている。第 1 章の序論においては、研究の背景、先行研究の整
理、研究の課題と対象、研究方法、人的ネットワークの概要などについて述べている。第 2
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 社会実験では Web 掲示板を活用している。これは、職員の共通した問題点を議題として
掲示板上に立て、議題に沿って県内農協職員により議論を進める。そして、議論が進行する
にしたがい、議題別にいくつかの人的ネットワークの基盤となるようなグループが出来る

















 ヒアリング調査は、社会実験に参加した職員 10 名（不参加 2 名を含む）と参加者の上司















第 5章 結論 
アンケート調査、社会実験（人的ネットワークの形成）、ヒアリング調査と 3 つの方法を
用いて、人的ネットワークの活用に関する職員組織文化を分析した。職員組織は、組織変革
に対して消極的になっており、人的ネットワークの活用に必要となる 3 つの要素はうまく
機能せず、人的ネットワークを活用するには適さない状態となっていることが分かった。 
補足として、社会実験に参加した職員は、組織文化に対して一定の距離を保っていると考
えることが出来るということを述べた。職員組織では人的ネットワークを活用するのに適
した環境ではないことから、組織文化との関連で考えると、組織文化に対して一定の距離を
保っている職員であると考えることが出来るということである。また、3 つの研究方法にお
いて、共通して職員が職員に対して強い問題意識を持っていたが、これは、組織文化に順応
した職員と、一定の距離を保っている職員の差であると捉えることが出来るということで
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ある。 
最後に提言では、人的ネットワーク活用の可能性と有効性に関して、経営層のインフォー
マルな要素に対する認知の重要性を取り上げ、経営層の認知を得る上で有効な方法として、
インフォーマルな要素が組織のパフォーマンスの改善に有効であるということを数字で表
すことが効果的であるということを述べた。 
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